
青水増事業報告 第15号 (1986)

サ ザ エ の 生 息 状 況 調 査

(小 泊 地 先 )

宝多 森夫 ･笹原 一雄 ･川村 要

松宮 隆志 (鯵ヶ沢地方水産改良普及所)

1 調 査 時 期

昭和59年12月および昭和60年 1月

(午前9時～午後 4時)

2 調 査 場 所

小泊村地先の磯板58地点 (第 1図)

3 調 査 方 法

スキューバ潜水による目視観察および枠取採集

(1地点当たり動物107ば､植物 lni)

4 調 査 項 目

(い 磯板生物の分布状況

(2) サザエの棲み場特性

a.サザエの分布密度と水深の関係

b.サザ土の分布密度と底質の関係

C.サザェの殻高と水深の関係

d.サザ土の殻高と底質の関係

e.サザエ生息数と転石の部位の関係

f.サザェ生息数と岩盤の部位の関係

g.その他

(3)サザェの年令と成長

5 調 査 結 果
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第 1蓑 磯根生物調査結果一覧表 (枠取調査分のみ)

調査地点 水潔 (.X.)底質 起伏 動 物 (個数/タ/10d当たり) 植 物 (本数/ダ/ld当たり)アワど アカウ 辛タムラサ辛ウ ノヾフンウ イトマ辛ヒト ヒトフ~ アカヒト サザエ マポヤ ナマコ ちガ辛ポ エゾイガ スギモ フシスジモ ヨレモ ヤツマツモ アカモク ジラロモ エゾノネジモ トゲモ マメダワ ノコギ'リモ ホンダワ コンプ ツノレアラ スガモ アオノリ マクサ(n) (n) デ

デ ラ イ ク ク ク ク ク ク ク ラ ク フ メ 類1 7
坐 土 3 ㌔65㍍4㌦62/9㌧1 1% 6 460

/1 ‰2 2) 坐 壁 シ4 ㌔2 1記 2

言6 /9 シ23 21 坐 土 5 2;31/522/114㌔6 4㍍ 567㌦7 <o/3

1㍍蕊 /14 6.5 坐 平坦 ㍉oシ16 46.㌔,5㍍, ;, ㌦7 /4 a /9 変と

5 2) 盤 坐 li;5 2dl 1/17 22忘 i;o
/179 /1 ㌦1 19G5.6 5.5 盤

土 5 4&3シ15㍉6 1%5 lii. 322 150

17諾7 2) 坐 壁 ㌔7

iio8 8.5 坐 士2 2& ㌔o㌦o l之9

168 ㌧3 ㌦3950/1 /385之2■9 2)
盤 壁 ㌧94&8461 1㍍ fi6 イ5

108.5 石※10-I 士 3 26 , ㌧o1‰ 1之54&2 ㌔o㌔

, 五o 4‰ll2) i 壁 5/248 ㌔ 4/27 ㌔, <2 イ5 /5 /58 <212 6 石LO-I 平坦 10㌔13&81記6㌔o ㌔4 亮1 787 云7 /7 <7132) 盤 壁 シ 5&1 ㌔ 55ii8 ‰ /4 /183 言6 /18 /514 6 石10ト.l 平担 8dl㌔㍉3 1/3 /2 I;o 5㍍152) 石1(カーノ1 土 3 ㌦4 ㌔ ㌦7㌦3 ㌦o i;3<o定7 <3



JI査地点 水蘇 底質 起伏 動 物 (個数/グ/10d当たり) 植 物 (本数/グ/1〝′当たり)アワど アカウ 辛タムラサ辛ウ ノヾフンウ イトマ辛ヒト ヒト7~ アカヒト サザエ マボヤ ナマコ ちガ辛求 エゾイガ スギモ フシスジモ ヨレモク ヤツマツモ アカモ ジヨロモ エゾノネジモ トゲモ マメダワ ノコギリモ ホンダワ コンプ ツノレアラ スガモ アオノリ マクサ(7n) デ

デ ラ イ ク ク ク ク ク ク ク ラ ク ラ メ 類28 5 石10-1(氾平坦 ㌧81139i91㌔ 4㌧3 <o /22

29 8 石50,a 土 2 ld. 1‰ ㌔1

2/349 do 弓7 ㌔1302) 石
1(トー2恥 平坦 2&. シ17i;7 14

亮o 弓7 弓o314.5 石5α.-2恥 土 2 シ 1<21㌫1% 9㍉, 620

<o32 7 坐 士3 3;310 2t.2/228

332) 坐 壁
㌔113/537962 7dl

&o34 7 石1… m 平坦 ㌦51‰ シ74
2ii7 6;o352)

坐 土 3 1%,1た3㌧7 17 長o J20 /ll /

37 /636 7 坐 土 3 2;.2/10lil 15

373.5) 坐 土 3 ㌧3I;7㌔3

1;. do384.5 石10-50平坦 2霜. ㌔66/117㌢5 I;o

39 6 石10,-孤)平坦 I;3 ㌔4

1&3 ㌦3403) 坐 壁 1<25&75/88 1/19 3%5 /190

五o 弓9415.5 石1什†2仙

平坦(?) 131; . 3ii2㌦6 5i426,423) 石10,yXX)土 2 151之 1ll/151261 占5云oI;9437.5 石I(ト-3X)士2 9(zP シ117 12 /5イ1 <5444) 磐 壁 ㌔ 4/4621/18 ㌦7 3ii3㌔ &o45 5 石10-300 平坦 1/35 ㌔6



(1) 磯板生物の分布状況

第 1図に示す調査点における枠取調査結果を番 1表に示 した｡

本地先の磯板動物としては､アワビ･アカウニ ･キタムラサキウニ (ムラサキウニについて

は､その特徴の顕著なものは採捕されなかった.) ･バフンウニ (エゾバフンウニが含まれた

かどうかについては不明である｡) ･イ トマキヒトデ ･ヒトデ ･アカヒトデ ･サザェ ･マボヤ ･

ナマコ･ミガキボラ･エゾイガイ ･クモヒトデ類 ･ウミシダ類および小型巻貝類等の分布がみ

られ､特にアカウニ ･キタムラサキウニ ･バフンウニ ･イ トマキヒトデおよびサザエは砂域を

除くほぼ全域に分布する｡優占種は概ね､キタムラサキウニ ･バフンウニおよびサザェであっ

た｡サザェ ･アワビおよびキタムラサキウニの殻高､殻長および殻径組成を第 2図-第 4図に

示 した｡なお過去に当海域で分布が確認されている トコブシは､本調査では採捕されなかった｡

植物では､モク類11種 (スギモク･フシスジモク･ヨレモク･ヤツマグモク ･アカモク ･ジョ

ロモク･エゾノネジモク･トゲモク･マメダワラ･ノコギリモクおよびホンダワラ) ･コンプ･

ツルアラメ ･アオノリ類 ･マクサ ･アミジグサおよびスガ モの分布がみられた｡量的に多いの

はコンプ･ジョロモクおよびツルアラメであったが､コンプ･ツルアラメは局所分布であり､

ジョロモクは 1本の重量が大で､採集 したのは全部で38本にすぎなかった｡モク類が概ね水深

5m以浅に分布するのに対 し､ツルアラメおよびコンプは水深 6-21mに分布が多い.またツ

ルアラメは岩盤に､コンプは転石 (概ね径10cm以上)に多い傾向がみられた.
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殻長(m)第 3図 アワビの殻長組成



(2) サザェの棲み場離

a.サザェの分布密度と水深の関係

サザエの分布密度は､水深 5n以浅が0.85個/ni､水深 6-10mが0.25個/ri､水深11-

15mが0.08個/ni､水深16-21mが0個/niとなっており､概ね水深10m以浅に分布 し､特

に水深 5m以浅に集中 しているこ とがわかる (第 2表).

b･サザエの分布密度と底質の関係

サザェの分布密度は､転石域の0.12個/仙 こ対 し､岩盤域では0.75個/niと高かった (第

2表)0

第 2表 サザエの分布密度と水深および底質の関係

底質水深(m) 岩 盤 (個/mi) 転 石 (個/ni) 平 均 (個/n

i)5 ≧ 1.27 0.09

0.855 .- 10 0.41

0.14 0.2510 .- 15 0.08 (0

) 0.08(0.06)15 .- 20

0 (4.50) 0 (0.45)平 均 0.75 0.12(0.27) 0.50

()は調査面積が小さい

為の参考値である｡C.サザェの殻高と水深の関係サザェの殻高は水深 5m以浅が平均32.7mm､水深 6-1

0mが32.6mnr､水深11-15mが30.4mmと大差はないものの､浅所ほど大型で

ある (第 2図および第 3表)｡従来からサザェについては浅所に若令貝が多いといれれてい

るが､水深 5m以浅はサザェの分布密度が極端に高いことと､大型月が漁獲されることに

より､結果的にそのような結果になっているのであろう.また今回の調査では水深21m (st.

3)で若令貝ばかりが採捕されており､これがこの地点だけの特異的現象なのかどうかを今後確認

する必要があろう｡d.サザェの殻高と底質の関係サザェの殻高は岩盤域の平均34.8卿に対 し､転

石域では45.8nFnlと大きい (第 3表).このことは､転石は岩盤のような溝やくぼ

みが少ないため若令貝の分布が少ないことによると考えられる｡ただしst.3のように転石下に若令貝ばかりが分布

する特異な場所もみられ､今後の健討を要す

る｡第 3表 サザエの穀高と水深および底質の関係底質水深(m) 岩 盤 (mm) 転 石 (mm)

平 均 (nTM)5 ≧ 36.8 45.3

37.25 .- 10 31.9 4

6.3(26.3) 32.

6lO ノ.- 15 30.4 30.4

15 .- 20 (26.3)平 均 34.8



e.サザェ生息数と転石の部位の関係

転石域で採捕されたサザエは転石の表面 (転石を動かさないで肉眼視できる部位のこと)

の11個に対 し､裏面は112個と生息数が多い (第 4表)0

f.サザ土生息数と岩盤の部位の関係

岩盤域で採取されたサザエは岩盤の表面 (溝やくぼみの中以外の部位のこと)の57個に対

し､溝やくぼみの中は204個と生息数が多い (第 4表)0

g.その他

その他サザェの生息数と岩盤の微細形状 (溝の方向 ･巾 ･深さおよびくぼみの径 ･深さ)

の関係を第 4表に示 した｡

第 4表 サザエ採捕数と転石および岩盤の部位の関係

転 石 裏面 表面112個 11個

山石舵皿 盤 面 の形 状 清ま耳はくぼみの中 :外204個 :

57個清 の 方 向 水平 :垂直34

個 :11個溝 の 巾 殻高の2倍以上 :以下

21個 :4個溝 の 深 さ 関係がないように思われたが､サ

ザエは溝の巾が殻高 一の

2倍以下の位置に多いoくぼみの係 殻高の3

倍以下 :以上18個 :7個くぼみの深さ 穀

高の3倍以下 :以上

28個 :3

個 -239- i▲
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(3) サザェの年令と成長

採挿したサザェの一部について年令と殻高の関係を調べたので､参考までに以下に記す｡そ

れによると昭和58年生まれのサザェ (2才+α)の今冬の成長停止期における殻高は16-26相

であった (第 5図)0

｢∴ 1 1+昭和 58年生まれ

2+昭

和 57年生まれ3+昭和 56年生まれ個体数 02 4 6 8101214161820222426283032343638404244464850




